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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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世
紀
、
本

20
日
　
月
　
日
は

10

10

平
和
の
祭
典
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
記
念
し
て

体
育
の
日
で

あ
っ
た
。
平
和
の
祭
典
を
国

威
発
揚
に
利
用
し
た
の
は
ナ

チ
ス
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
▼
喧
騒
の

中
で
戦
争
法
が
成
立
し
て
約

１
ヵ
月
。
日
本
が
「
集
団
的

自
衛
権
」
を
保
有
す
る
こ
と

の
賛
否
は
様
々
だ
が
、
本
法

が
違
憲
立
法
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
な
い
▼
日
本
が
攻
撃
さ

れ
て
い
な
い
の
に
、
他
国
を

ま
も
る
た
め
に
戦
う
の
で
あ

れ
ば「
集
団
的
他
衛
権
」。
日

本
が
先
に
相
手
国
を
攻
撃
す

る
な
ら
ば
「
集
団
的
先
制
攻

撃
権
」。
他
国
の
侵
略
戦
争

に
相
手
国
が
反
撃
、
そ
れ
に

日
本
が
参
戦
す
る
な
ら
ば

「
集
団
的
侵
略
権
」と
い
ず
れ

も
９
条
違
反
は
明
白
▼
日
本

国
民
が
平
和
で
豊
か
に
暮
ら

す
た
め
に
、
防
衛
や
外
交
を

手
段
と
す
る
の
に
、
防
衛
力

の
行
使
増
強
が
目
的
と
な
っ

て
は
主
客
転
倒
で
あ
る
。

〈
出
題
〉
九
段
　
西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉3
手
目
に
う
ま
い

角
捨
て
あ
り
。

（
　
分
で
三
段
）

10

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

③
評
価
内
容
を
全
面
開
示
し

な
く
て
も
、
評
価
者
が
被
評

価
者
に
き
め
細
や
か
な
指

導
・
助
言
を
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
制
度
の
目
的
は
達

成
さ
れ
て
い
る
。
④
人
事
評

価
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
っ
て
人

事
担
当
部
局
が
お
こ
な
う
の

で
、
中
立
性
は
確
保
さ
れ
て

い
る
。

全
国
税
　
仮
評
価
は
絶
対
視

し
な
い
で
も
ら
い
た
い
。
回

答
は
「
絶
対
視
す
る
つ
も
り

は
な
い
」
で
い
い
の
か
。

当
局
　
そ
の
通
り
だ
。

全
国
税
　
定
着
と
い
う
が
、

疑
問
は
出
て
い
る
。
被
評
価

者
は
毎
年
の
目
標
を
前
年
踏

襲
型
で
や
っ
て
い
る
の
が
事

実
だ
。
苦
情
処
理
に
つ
い
て

も
中
立
性
は
保
た
れ
て
い
な

い
。
早
急
に
検
討
が
必
要

だ
。

全
国
税
　
①
国
税
の
適
用
除

外
を
関
係
機
関
に
働
き
か
け

る
こ
と
。
②
異
動
前
の
仮
評

価
を
絶
対
視
す
る
や
り
方
を

改
め
る
こ
と
。
③
評
語
は
全

面
開
示
す
る
こ
と
。
④
第
三

者
機
関
を
設
置
す
る
な
ど
苦

情
処
理
制
度
を
改
善
す
る
こ

と
。

当
局
　
①
Ｈ
　
年
施
行
の
法

21

令
の
定
め
に
従
い
、
適
切
に

行
っ
て
い
る
。
②
９
月
期
は

4
月
か
ら
９
月
が
評
価
期
間

で
あ
る
た
め
、
異
動
前
の
仮

評
価
を
確
実
に
織
り
込
む
必

 仮評価を

 絶対視するな

た
人
の
方
が
、
調
査
実
務
が

で
き
、
若
手
育
成
に
お
い
て

も
き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
。

そ
う
い
う
人
が
上
席
を
希
望

し
て
も
、
発
令
が
な
い
。

当
局
　
適
材
適
所
に
、
総
合

勘
案
で
行
っ
て
い
る
。

全
国
税
　
再
任
用
者
の
勤
務

地
は
、
本
人
希
望
を
最
優
先

さ
せ
る
こ
と
。

当
局
　
基
本
的
な
考
え
は
同

じ
だ
。「
本
人
希
望
を
最
優

先
」
と
い
う
考
え
は
な
い
。

「
最
優
先
」と「
最
大
限
尊
重
」

と
は
同
じ
に
な
ら
な
い
。

全
国
税
　
確
認
す
る
が
、

「
最
大
限
尊
重
す
る
が
、
最

優
先
で
は
な
い
」
と
言
う
こ

と
だ
な
。

当
局
　
そ
う
だ
。

（
再
任
用
者
処
遇
改
善
）

全
国
税
　
再
任
用
者
の
級
別

格
付
け
に
つ
い
て
方
針
を
聞

き
た
い
。
全
部
と
は
言
え
な

い
が
た
と
え
ば
、
6
級
は
署

長
等
、
5
級
は
指
定
特
官

等
、
4
級
は
統
括
官
で
、
3

級
が
上
席
退
職
者
と
ヒ
モ
付

き
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
永
年
上
席
で
働
い
て
き

の
保
護
、
実
績
結
果
の
公
表

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
質

の
高
い
税
務
行
政
で
信
頼
に

応
え
て
い
く
。
事
務
の
簡
素

化
、
効
率
化
に
努
め
な
が

ら
、
職
員
の
健
康
に
も
配
意

し
、
明
る
く
風
通
し
の
よ
い

職
場
を
つ
く
り
た
い
。

　
細
川
全
国
税
委
員
長

　
2
0
1
5
年
9
月
　
日
19

は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
日
と

な
っ
た
。
憲
法
　
条
に
基
づ

99

き
憲
法
尊
重
擁
護
の
宣
誓
を

し
た
者
に
は
素
直
に
受
け
止

め
ら
れ
な
い
事
態
で
あ
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

納
税
者
と
税
務
署
の
間
で
混

明
る
く
風
通
し
の
よ
い
職
場

乱
、
困
惑
、
困
難
が
広
が
り
、

仕
事
（
手
間
）
の
増
加
は
避

け
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
消

費
税
率
引
き
上
げ
時
に
導
入

さ
れ
る
負
担
軽
減
策
案
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
労
働
強
化

を
危
惧
す
る
。

　
全
国
税
組
合
員
に
対
す
る

昇
任
、
昇
格
差
別
を
は
じ

め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消

を
速
や
か
に
行
う
こ
と
を
求

め
る
。
長
官
の
英
断
を
求
め

た
い
。

中
原
長
官

　
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
、
利
益

所 信
表 明

英
断
を
求
め
る

（
中
高
年
職
員
処
遇
改
善
）

全
国
税
　
７
月
人
事
発
令

は
、
６
級
ポ
ス
ト
で
若
手
抜

擢
を
継
続
す
る
一
方
で
、
残

り
１
年
の
職
員
は
全
く
発
令

し
て
い
な
い
。
若
手
抜
擢
の

発
令
を
や
め
る
こ
と
。

当
局
　
長
年
に
わ
た
る
労
苦

は
十
分
認
識
し
て
お
り
、
中

高
年
層
の
活
力
維
持
の
た
め

に
も
中
高
年
を
含
め
た
全
体

の
処
遇
水
準
の
向
上
に
努
め

て
い
る
。

全
国
税
　
査
定
当
局
に
対
し

て
、
上
席
6
級
格
付
け
と
定

数
の
確
保
、
６
級
ポ
ス
ト
増

を
働
き
か
け
る
こ
と
。

当
局
　
国
際
化
・
高
度
化
の

な
か
、
上
席
の
職
責
は
複
雑

困
難
化
し
て
お
り
上
席
６
級

格
付
け
を
訴
え
て
い
る
が
、

査
定
当
局
は
①
処
遇
水
準
が

進
み
す
ぎ
て
い
る
②
職
務
給

の
原
則
を
理
由
に
厳
し
い
姿

勢
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
全

体
の
処
遇
水
準
の
改
善
に
努

め
て
い
く
。

　
機
構
要
求
で
も
処
遇
水
準

に
も
配
意
し
な
が
ら
、
事
務

運
営
上
必
要
と
見
込
ま
れ
る

ポ
ス
ト
を
引
き
続
き
求
め
て

い
く
。

（
女
性
職
員
処
遇
改
善
）

全
国
税
　
計
画
に
6
級
の
数

値
目
標
を
入
れ
る
こ
と
。

当
局
　
男
女
の
性
別
如
何
で

は
な
く
、
よ
く
職
責
を
果
た

し
た
職
員
は
積
極
的
に
登
用

し
て
い
る
。
庁
の
採
用
・
登

用
拡
大
計
画
に
則
り
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
行
う
と
と
も
に
、

　
　
月
2
日
、
全
国
税
は
、
中
原
新
長
官
と
第
一
回
目
の
交
渉
を
実
施

10
し
、
所
信
表
明
の
あ
と
①
賃
金
の
改
善
②
処
遇
・
人
事
③
正
常
な
労
使

関
係
、
全
国
税
差
別
撤
廃
④
人
事
評
価
制
度
⑤
事
務
運
営
（
調
査
・
徴

収
、
管
理
運
営
、
確
申
期
事
務
等
）
な
ど
に
つ
い
て
追
及
し
ま
し
た
。

　
よ
く
職
責
を
果
た
し
た
者
で
は

　
　
　
　
　
間
尺
に
合
わ
な
い

省
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
推
進
計
画
を
進
め
て
い
き

た
い
。

（
行
　
職
員
処
遇
改
善
）

（二）
全
国
税
　
部
下
数
制
限
を
撤

廃
す
る
よ
う
関
係
機
関
に
働

き
か
け
る
こ
と
。

　
昇
格
に
つ
い
て
個
別
協
議

で
改
善
を
図
る
こ
と
。

当
局
　
部
下
数
制
限
の
廃
止

は
で
き
な
い
。
緩
和
は
要
求

し
て
い
る
。

　
個
別
協
議
で
は
、
①
全
国

に
官
署
が
分
散
し
て
い
る
②

非
常
勤
職
員
な
ど
の
指
揮
・

監
督
③
付
加
業
務
な
ど
を
説

明
し
、
１
人
で
も
多
く
の
職

員
が
昇
格
で
き
る
よ
う
に
今

後
も
努
力
し
て
い
く
。

 
　「最大限尊重するが
　　　　最優先ではない」
　　　　　　　　　　　　　人事課長

第１回長官団交

並木人事課長

細川委員長の話を聞く中原広長官

発言する細川委員長

長官交渉に臨む執行部
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と
じ
ゃ
な
い
の
。

Ａ
　
…
…
。

Ｃ
　
台
風
接
近
で
、
早
く
帰

ら
し
て
く
れ
な
い
か
な
ぁ

～
。
学
校
や
保
育
園
な
ど
で

帰
宅
命
令
が
あ
る
と
１
人
に

し
て
お
け
ん
し
、
迎
え
に
行

か
な
い
か
ん
し
。
普
通
の
職

員
で
も
台
風
に
備
え
雨
戸
閉

め
た
り
し
な
い
か
ん
し
。
ス

パ
ッ
と
決
断
し
て
く
れ
れ
ば

良
い
の
に
。
特
別
休
暇
の
許

可
を
出
し
て
、
結
果
的
に
交

通
機
関
が
止
ま
ら
な
か
っ
た

場
合
、
許
可
者
に
何
か
×
点

が
付
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
か
と
言
い
た
く
な
り
ま

す
。

集
中
化
・
広
域
化
で
 

　
　
　
　
　
労
働
強
化

【
北
海
道
地
連
紙
よ
り
】

　
　
年
の
定
員
表
を
見
る
と

27
管
運
の
職
員
が
大
幅
に
削
減

さ
れ
、
特
に
総
務
課
制
署
は

軒
並
み
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
八

雲
・
江
差
は
集
中
化
試
行
署
。

池
田
・
余
市
・
深
川
は
近
隣

署
の
部
門
広
域
で
支
援
と
し

て
ま
す
が
部
門
広
域
と
な
っ

た
署
は
「
つ
な
ぎ
の
応
援
」

の
位
置
付
け
で
抜
本
的
支
援

即
戦
力
は
…
…

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
紙
】

○
調
査
部
門
の
新
人
は
、

普
通
年
末
く
ら
い
ま
で
は

先
輩
が
同
行
し
て
の
Ｏ
Ｊ

Ｔ
で
し
た
が
、
今
年
は
早

く
単
独
で
出
張
さ
せ
ろ

と
、
誰
か
が
う
る
さ
い
そ

う
で
す
。
う
ち
ら
の
仕
事

に
は
、
即
戦
力
は
お
り
ま

せ
ん
で
！

○
法
人
課
税
の
調
査
担
当

は
８
特
　
分
出
勤
が
多
い

45

の
で
す
が
、　
時
に
帰
る

17

職
員
は
ほ
と
ん
ど
居
り
ま

せ
ん
。
机
に
く
っ
つ
い
て

ま
す
。

○
徴
収
の
窓
口
が
忙
し
い

月
末
の
窓
口
当
番
は
よ
く

聞
く
話
で
す
が
、
あ
る
署

で
は
１
部
門
以
外
か
ら
窓

口
当
番
を
毎
日
出
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

職
場
の
声

【
岐
阜
支
部
紙
・
ぎ
ふ
】

　
職
場
で
は
賦
課
部
門
は

調
査
真
っ
盛
り
で
大
忙

し
。
そ
ん
な
職
場
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
声
…
…
。

Ａ
（
再
）「
再
任
用
者
が

増
加
し
、
金
曜
日
の
週
休

者
が
多
く
な
り
、
週
休
日

を
月
曜
日
に
し
て
ほ
し

い
」と
の
話
が
で
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
自
分
は
週
休
日

が
月
曜
日
の
指
定
と
な
り

ま
し
た
。

Ｂ
　
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー

な
ど
あ
り
月
曜
に
週
休
日

を
指
定
す
る
と
年
間
で
稼

動
日
数
が
３
～
４
日
多
く

な
り
ま
す
ね
。
単
に
た
く

さ
ん
働
い
て
く
れ
っ
て
こ

策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
労

働
強
化
の
集
中
す
る
時
期

が
不
安
視
さ
れ
ま
す
。

全
国
税
の
申
し
入
れ
で

【
近
畿
地
連
紙
よ
り
】

　
昨
年
の
事
務
年
度
当

初
、
管
理
運
営
部
門
で
美

化
委
員
を
当
番
制
で
行
っ

て
い
た
。
美
化
委
員
は
、

終
業
後
、
門
の
周
り
を
見

て
異
常
が
な
い
か
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
。
朝

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
ラ
ン

ダ
ム
に
抽
選
で
選
ば
れ
る

ら
し
い
。
こ
の
方
法
が
、

当
番
の
決
め
方
や
超
勤
を

前
提
に
し
て
い
る
な
ど
、

お
粗
末
と
い
う
こ
と
で
、

全
国
税
に
何
と
か
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声
が
上
が
っ

た
。
署
窓
口
へ
申
し
入
れ

た
と
こ
ろ
、
早
速
動
い
て

く
れ
、
当
番
は
な
く
な

り
、
全
員
で
注
意
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
組
合
と

し
て
一
つ
の
役
割
を
果
た

せ
た
の
か
な
と
思
う
。

事
務
集
中
化
・
広
域
化
や
め
よ

（
調
査
件
数
）

全
国
税
　
調
査
事
務
量
の
確

保
を
盛
ん
に
当
局
は
口
に
す

る
。「
国
税
庁
レ
ポ
ー
ト
2

0
1
5
」
を
見
る
と
、
申
告

所
得
税
・
法
人
税
の
実
地
調

査
の
件
数
の
推
移
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
調
査
件
数
は
何

件
く
ら
い
な
ら
ば
よ
い
の

か
、
目
標
と
す
る
数
値
は
あ

る
の
か
。

当
局
　
件
数
の
目
標
設
定
の

考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。
指

標
と
し
て
の
事
務
計
画
は
必

要
で
あ
り
、
局
署
の
実
情
に

応
じ
た
無
理
の
な
い
も
の
に

す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

全
国
税
　
実
態
は
、
計
画
件

数
に
縛
ら
れ
て
い
る
。

（
徴
収
事
務
）

全
国
税
　
換
価
の
猶
予
申
請

制
度
や
、
消
費
税
増
税
に
よ

る
事
務
負
担
増
加
に
見
合
う

局
署
の
体
制
を
と
る
こ
と
。

当
局
　
通
達
の
整
備
・
研
修

の
実
施
等
円
滑
な
実
施
に
努

め
た
。
各
局
、
過
重
な
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
指
示
し
て

い
る
。

全
国
税
　
換
価
の
猶
予
申
請

許
可
に
事
務
量
が
相
当
か
か

る
事
案
も
あ
る
。
ま
た
、
消

費
税
増
税
に
よ
り
、
例
え
ば

関
信
局
の
全
署
計
で
は
滞
納

者
も
4
～
7
月
で
前
年
同
期

比
倍
増
し
て
い
る
。

（
集
中
化
・
広
域
化
）

全
国
税
　
内
部
事
務
・
滞
納

処
分
集
中
化
の
試
行
及
び
事

務
の
広
域
化
は
、
納
税
者

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
労
働
強

化
を
招
く
た
め
や
め
る
こ

と
。

当
局
　
厳
し
い
行
財
政
事
情

の
下
で
、
適
正
・
公
平
な
課

税
・
徴
収
の
実
現
に
向
け
て
、

各
局
・
署
の
実
情
を
把
握
し

な
が
ら
、
効
率
化
・
高
度
化

を
図
っ
て
行
く
。
効
率
性
を

高
め
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ

全
国
税
　
全
国
税
組
合
員

へ
の
差
別
人
事
は
未
だ
現

存
。
７
月
、
6
級
ポ
ス
ト

発
令
者
が
4
名
（
し
か
も

全
員
　
歳
以
上
）、
該
当

50

組
合
員
が
多
数
い
た
大
阪

局
で
は
2
年
連
続
発
令
が

０
な
ど
全
国
税
差
別
拡
大

だ
。
組
合
員
の
6
級
ポ
ス

ト
発
令
者
数
を
増
や
し
、

　
歳
代
か
ら
も
発
令
せ

40よ
。
ま
た
、
5
、
4
級
昇

格
の
遅
れ
も
顕
著
。
こ
れ

　差別を一挙に
　解消せよ

ら
、
組
合
員
の
差
別
を
一

挙
に
解
消
せ
よ
。
な
お
、

山
道
執
行
委
員
は
、
同
期

に
6
級
発
令
が
あ
る
な
か

３
級
に
据
え
置
か
れ
た
ま

ま
だ
。
直
ち
に
４
級
上
席

発
令
せ
よ
。
ま
た
、
水
落

前
中
央
執
行
委
員
へ
の
見

せ
し
め
的
Ｃ
評
価
の
撤
回

と
勤
勉
手
当
低
率
支
給
の

不
利
益
を
回
復
せ
よ
。

当
局
　
人
事
は
、
公
務
の

要
請
、
適
材
適
所
、
行
政

効
率
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
よ
う
、
職
員
個
々
の
適

性
、
能
力
、
職
務
実
績
等

か
ら
総
合
勘
案
し
行
っ
て

き
た
。
所
属
団
体
で
差
別

や
特
定
の
組
合
を
敵
視

は
、
し
て
い
な
い
し
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
個
別
の
人
事
に
は

答
え
ら
れ
な
い
。

全
国
税
　
当
局
が
差
別
人

事
を
認
め
な
い
限
り
、
今

後
も
追
及
し
て
い
く
。

解塊 回回回回回回回回回回回回回回回回回

解 塊回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

全
国
税
　
確
定
申
告
期
に
お

け
る
日
曜
開
庁
を
や
め
よ
。

開
催
回
数
の
縮
小
、
開
催
署

（
所
）
の
縮
小
な
ど
な
い
か
。

当
局
　
平
成
　
年
分
確
定
申

26

告
期
に
お
い
て
は
、
前
年
並

み
の
利
用
者
が
あ
っ
た
。　27

年
分
に
つ
い
は
、
こ
れ
か
ら

検
討
し
て
い
く
。

全
国
税
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
配
置
す
る

よ
う
に
聞
い
て
い
る
が
、
全

国
税
の
要
求
が
実
現
し
た
と

評
価
す
る
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
で
の

申
告
書
作
成
の
利
用
推
進
の

日
曜
開
庁
を
や
め
よ

具
体
策
を
示
し
て
も
ら
い
た

い
。

当
局
　
　
年
分
か
ら
タ
ブ

26

レ
ッ
ト
端
末
等
で
の
作
成
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
操
作
性

が
悪
い
た
め
、「
利
用
で
き

な
い
」と
広
報
し
て
い
る
。　

　
ま
ず
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
広

め
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て

い
る
。

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

全
国
税
　
台
風
　
号
に
よ
る

18

被
災
者
相
談
体
制
確
立
。
申

告
期
限
の
延
長
や
納
税
の
猶

予
申
請
及
び
雑
損
控
除
の
申

告
に
対
応
す
る
、
局
署
間
応

援
を
含
め
た
人
員
確
保
。

当
局
　
関
信
局
及
び
仙
台
局

に
お
い
て
、
実
情
を
踏
ま
え

て
必
要
な
相
談
体
制
が
と
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る
。

生
一
律
配
置
の
欠
陥
を
自
ら

認
め
た
こ
と
だ
。

当
局
　
専
門
性
の
確
保
と
精

通
者
の
育
成
の
観
点
で
や
っ

て
い
る
。

全
国
税
　
そ
う
で
あ
れ
ば
、

一
年
目
配
置
を
や
め
て
き
ち

ん
と
プ
ロ
パ
ー
を
育
成
す
べ

き
だ
。

当
局
　
そ
れ
は
違
う
観
点
で

や
っ
て
い
る
。

全
国
税
　
　
期
、　

期
は

39

40

せ
っ
か
く
4
年
、
5
年
調

査
・
徴
収
事
務
を
や
っ
て
き

た
の
に
、
い
ま
な
ぜ
と
い
う

思
い
も
あ
る
。

 被災署

 　支援

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

全
国
税
　
管
理
運
営
部
門
の

職
員
が
減
ら
さ
れ
て
い
る

が
、
①
増
員
を
し
て
も
ら
い

た
い
。
②
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
相
談
事
務
を
切

り
離
す
こ
と
③
専
科
1
年
目

の
全
員
配
置
は
や
め
る
こ

と
。

当
局
　
①
限
ら
れ
た
定
員
事

情
の
中
で
全
体
と
し
て
事
務

が
順
調
に
推
移
す
る
よ
う
、

必
要
な
部
署
に
必
要
な
人
員

を
配
置
し
て
い
る
。
②
内
部

事
務
一
元
化
は
事
務
の
効
率

化
と
窓
口
の
一
本
化
に
よ
る

納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
を

目
的
と
し
て
い
る
。
一
般
相

談
事
務
は
窓
口
の
主
要
な
事

務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
相
談

業
務
を
外
す
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。
③
署
の
事
務
の
流

れ
が
理
解
で
き
る
部
署
で
あ

り
、
新
人
の
教
育
に
適
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
や
め
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

全
国
税
　
専
　
、　
期
の
希

39

40

望
を
無
視
し
て
管
理
運
営
に

戻
す
こ
と
は
、
当
局
の
専
科

管
運
職
員
の
増
員
、プ
ロ
パ
ー
育
成
を

　平成25
　事務年度

　平成24
　事務年度

　平成23
　事務年度

　

　　62　　70　　99　申告
　所得税

　　91　　93　　129　法人税
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る
こ
と
か
ら
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
。

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
）

全
国
税
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
導
入
に
伴
い
、
研
修
を
充

実
し
、
事
務
量
増
加
に
見
合

う
局
署
の
体
制
を
と
る
こ

と
。

当
局
　
本
年
4
月
に
コ
ア
研

修
を
実
施
し
、
9
月
末
ま
で

に
は
全
職
員
に
研
修
を
行
っ

た
。
職
員
の
不
安
が
払
拭
さ

れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。
基
本
的
に
は
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
て
管
運

職
員
に
対
応
し
て
も
ら
う

が
、
混
雑
し
た
場
合
に
は
他

の
部
門
で
も
対
応
で
き
る
体

制
と
す
る
。


